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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
で
あ
る
ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
（Arnold J. Toynbee, 1889-1975

）
が
第
一
次
世
界
大
戦
時

に
紡
い
だ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
（Reorganization of Euro

（
1
）

pe

）」
と
い
う
戦
後
構
想
を
主
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
、

ト
イ
ン
ビ
ー
の
国
際
関
係
に
関
す
る
知
的
営
為
の
更
な
る
理
解
に
貢
献
す
る
と
と
も（
2
）に、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
す
る
知
的
系
譜
に
関
し

て
も
一
定
の
視
座
を
供
し
た
い
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
特
に
文
明
論
研
究
の
世
界
的
な
権
威
と
称
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
一
時
期
高
い
評
価
を
受
け
た
歴
史
家
で
あ
っ（
3
）た。

他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
黎
明
期
に
あ
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
の
国
際
関
係
論
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
国
際
関
係
論
）
に

お
い
て
も
、
一
定
の
知
名
度
・
影
響
力
を
有
し
た
専
門
家
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
領
土
紛
争
に

関
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
た
も
の（
4
）の、
彼
が
国
際
関
係
論
に
深
く
携
わ
る
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
同
大
戦
の
勃
発
で
あ
っ
た
。
大
戦

の
勃
発
を
受
け
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
国
際
情
勢
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
著
作
を
記
す
一
方（
5
）で、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
関
す
る
問
題
を
中
心
と

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
付
属
の
政
治
情
報
局
（Political Intelligence D

epartm
ent

）
に
て
国
際
情
勢
の
情
報
取
集
・
分
析
に
従
事
し
た
。

大
戦
終
結
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
一
人
と
し
て
、
パ
リ
講
和
会
議
に
も
出
席
し（
6
）た。

　
ま
た
、
一
九
二
五
年
か
ら
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
国
際
関
係
論
研
究
の
中
心
地
で
あ
っ
た
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（The 

Royal Institute of International Affairs

）
の
研
究
室
長
に
就
任
し
、
一
九
五
四
年
ま
で
そ
の
職
務
を
全
う
し（
7
）た。

特
に
、
一
九
二
〇
年
代

中
葉
か
ら
一
九
三
八
年
の
期
間
に
は
、
同
研
究
所
に
て
行
わ
れ
た
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
著
書
で
あ
る
『
国
際
問
題
大
観
』
の
大
部
分
を

執
筆
す
る
こ
と
に
毎
年
従
事
し
た
。
同
著
は
、
主
に
戦
間
期
に
お
い
て
、
国
際
情
勢
を
論
ず
る
際
の
重
要
文
献
と
目
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
王
立
国
際
問
題
研
究
所
に
勤
務
す
る
間
、
国
際
関
係
に
精
通
す
る
専
門
家
と
し
て
認
知
さ
れ
、
国
際
関
係
に
関
心
を
有
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す
る
同
時
代
の
知
識
人
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ（
8
）た。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
国
際
関
係
論
の
専
門
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
年
ま
で
等
閑
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
主

な
理
由
の
一
つ
は
、
同
じ
く
歴
史
家
で
あ
る
と
と
も
に
国
際
関
係
論
の
専
門
家
で
も
あ
っ
た
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
（E. H

. Carr

）
が
、
国
際
関

係
論
に
お
け
る
古
典
的
著
作
と
目
さ
れ
る
『
危
機
の
二
十
年
』
に
お
い
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
も
含
め
、
自
身
の
論
敵
と
み
な
し
た
知
識
人
を

「
空
想
主
義
者
」
と
否
定
的
に
評
価
し
た
こ
と
に
あ（
9
）る。

現
に
、
カ
ー
に
「
空
想
主
義
者
」
と
し
て
非
難
さ
れ
た
知
識
人
は
、
後
世
の
国

際
関
係
論
に
お
い
て
、
研
究
の
俎
上
に
載
ら
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
も
、
そ
う
し
た
評
価
を
受
け
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
カ
ー
に
よ
り
「
空
想
主
義
者
」
と
分
類
さ
れ
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
知
識
人
を
再
検
討
す
る
研
究
が
活

発
に
行
わ
れ
て
お
）
10
（
り
、
こ
う
し
た
研
究
潮
流
の
中
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
国
際
関
係
に
関
す
る
知
的
営
為
の
再
検
討
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が

進
展
し
て
い
）
11
（
る
。
以
下
で
は
、
上
記
の
研
究
潮
流
を
踏
ま
え
、
本
稿
と
の
関
連
か
ら
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
ト
イ
ン
ビ
ー
の
国
際
関

係
に
関
す
る
知
的
活
動
に
注
目
し
た
諸
研
究
を
主
に
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
を
中
心
と
し
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
記
し
た
著
書
や
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
着
目
し
、
彼
の
「
民
族
自

決
」
概
念
を
巡
る
考
察
を
検
討
し
た
諸
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
ド
イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
軍
国
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
危
険
性
と
イ
ギ
リ
ス
連
邦
に
お
け
る
国
民
的
感
情
の
穏
や
か
な
成
長
を
比
較
し
て
い
た
こ
と
、

第
一
次
世
界
大
戦
が
進
む
に
つ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
支
配
と
「
民
族
自
決
」
の
要
求
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
論
じ

た
も
の
が
あ
）
12
（

る
。
加
え
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
大
戦
後
に
勃
発
し
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
に
お
い
て
、
特
定
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団

（
ム
ス
リ
ム
や
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
暴
虐
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
身
の
「
民
族
自
決
」
に
関
す
る
見
解
を
修
正
し
た

こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
も
存
在
す
）
13
（
る
。
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
用
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
に
注
目
し
、
一
九
一
〇
年
代
に
お

け
る
若
き
ト
イ
ン
ビ
ー
の
思
想
形
成
過
程
を
検
討
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
き
）
14
（

た
。
同
研
究
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
一
九
一
五
年
に
著
し
た

『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
戦
争
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
同
著
の
成
立
背
景
や
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
正
負
入
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り
混
じ
っ
た
評
価
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
研
究
も
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
当
時
構
想
し
た
「
戦
争
終
結
時
に
開
か
れ
る
だ
ろ
う
講
和
会
議
に
お
け
る
和
平

交
渉
の
た
め
の
提
）
15
（
案
」
を
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
各
先
行
研
究
で
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
る
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
目
指
し
た
戦
後
構
想
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿

は
、
そ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
著
作
、
論
文
な
ど
の
公
刊
史
料
及
び
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
な
ど
の
未
公
刊
史
料
を
用
い
て
解
明
す
る
。

二
　
ト
イ
ン
ビ
ー
に
と
っ
て
の
第
一
次
世
界
大
戦

㈠
　
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
「
言
説
戦
争
」

　
一
九
一
四
年
六
月
二
八
日
、
日
曜
日
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
（Franz Ferdinand

）
と
そ
の
妻

の
ゾ
フ
ィ
ー
・
ホ
テ
ク
（Sophie Chotek

）
が
、
サ
ラ
ィ
ェ
ボ
に
て
ボ
ス
ニ
ア
系
セ
ル
ビ
ア
人
の
青
年
に
よ
る
凶
弾
に
倒
れ
た
。
そ
の
三

七
日
後
、
世
界
を
揺
る
が
す
大
規
模
な
戦
争
が
起
こ
っ
た
。
一
九
一
四
年
の
夏
に
始
ま
っ
た
戦
争
は
、
最
終
的
に
六
五
〇
〇
万
人
の
兵
士

を
動
員
し
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
ロ
シ
ア
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
い
っ
た
諸
帝
国
の
解
体
を
引
き
起

こ
す
と
と
も
に
、
二
〇
〇
〇
万
人
の
兵
士
・
市
民
の
犠
牲
、
そ
し
て
二
一
〇
〇
万
人
の
負
傷
者
を
出
す
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
第

一
次
世
界
大
戦
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
大
規
模
な
戦
争
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
（Christopher Clark

）
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
二
〇
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
多
く
の
破
局
の
始
原
と
な
る
も
の
で
あ
っ
）
16
（

た
。

　
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
こ
の
よ
う
な
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
闘
行
為
が
交
わ
さ
れ
る
一
方
で
、
知
識
人
に
よ
る
戦
争
協
力
も
各
国
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で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
実
際
、
一
九
一
四
年
八
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
開
戦
直
後
か
ら
ド
イ
ツ
と
敵
対
す
る
西
洋
諸
国

の
知
識
人
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
行
為
を
非
難
し
た
。
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
中
立
を
侵
犯
し
、
同
国
で

破
壊
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
国
際
法
を
無
視
し
て
い
る
と
喧
伝
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
原
因
が
、
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
あ
る

と
し
）
17
（
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
九
一
四
年
一
〇
月
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
学
者
や
芸
術
家
は
、「
文
化
世
界
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
声
明
を

発
表
し
、「
文
化
」
の
理
想
を
掲
げ
て
ド
イ
ツ
の
立
場
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降

（
と
り
わ
け
一
九
世
紀
後
半
以
降
）、
西
欧
の
「
文
明
」
と
対
地
さ
せ
る
形
で
、
ド
イ
ツ
の
「
文
化
」
の
独
自
性
や
優
越
性
を
主
張
す
る
動
き

に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
戦
勃
発
を
契
機
に
、
そ
う
し
た
言
説
は
一
段
と
排
外
主
義
的
な
要
素
を
帯
び
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
に
、
前
述
の
ド
イ
ツ
の
知
識
人
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、「
文
化
」
を
担
う
ド
イ
ツ
と
、「
文
明
」
を
掲
げ
る
他
の
西
欧
諸

国
の
戦
い
で
あ
る
と
し
、「
文
明
」
に
対
す
る
「
文
化
」
の
優
越
性
を
論
じ
る
こ
と
で
、
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
立
場
の
正
当
化
を
試

み
）
18
（
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
敵
国
へ
の
道
義
的
な
非
難
や
自
国
の
立
場
の
正
当
化
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
同
国
の
主
要
紙
で

あ
っ
た
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
（The Tim

es

）
や
大
学
教
授
ら
が
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
者
・
政
治
家
で
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ラ

イ
チ
ュ
ケ
（H

einrich von Treitschke

）
や
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
（Friedrich II

）
な
ど
を
挙
げ
て
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
的
な
伝
統
や
権

威
主
義
を
揶
揄
し
、
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
の
軽
視
を
非
難
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
批
判
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
知
識
人
た
ち
は
応
戦
し
た
。
歴
史
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ

（Friedrich M
einecke

）
は
、
一
九
一
五
年
四
月
一
二
日
の
講
演
「
イ
ギ
リ
ス
の
評
価
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
化
と
権
力
政
治
」
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
側
の
言
い
分
に
一
理
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
一
方
的
な
批
判
に
は
強
く
反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
学
者
・

経
済
学
者
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
（W

erner Som
bart

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
よ
り
辛
辣
な
批
判
を
行
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
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著
作
『
商
人
と
英
雄
』
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
、
哲
学
的
な
深
み
が
な
く
、
商
人
の
よ
う
に
自
己
中
心
的
で
あ
り
、
世
俗
的
で
卑
屈

な
人
間
集
団
と
し
て
描
い
た
。
さ
ら
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（M

ax W
eber

）
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
国
民
性
に
違
和
感
を
表
明
し
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
行
動
を
「
倫
理
的
で
な
い
」、
ま
た
は
「
小
商
人
染
み
て
い
る
」
と
形
容
し
）
19
（
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
政
治
的
闘
争
の
中
で
、
他
国
の
道
義
性
を
疑
い
、
自
国
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
意

図
の
下
、
各
国
に
よ
る
「
言
説
戦
）
20
（

争
」
が
行
わ
れ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
も
、
こ
う
し
た
各
国
の
知
識
人
に
よ
る
「
言
説
戦
争
」

の
状
況
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
後
に
検
討
す
る
が
、
彼
は
、
そ
の
戦
後
構
想
を
基
に
し
て
、
敵
国
側
に
対
す
る
道
義
的
非

難
や
協
商
国
側
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
）
の
戦
争
目
的
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
戦
争
協
力
を
行
っ
た
。

㈡
　
戦
争
と
い
う
悪
の
根
絶

　
し
か
し
な
が
ら
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
単
に
勝
利
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
平
和
と
安
定
を

も
た
ら
す
政
治
構
想
を
紡
ぐ
必
要
性
も
思
念
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
彼
の
見
解
は
、
同
大
戦
に
よ
る
惨
劇
に
起
因
し
て
い
た
。
第
一
次
世

界
大
戦
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
も
数
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
労
働
者
階
級
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
貴
族
階
級
の

青
年
た
ち
も
、
同
戦
争
に
お
い
て
非
業
の
死
を
遂
げ
）
21
（
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
自
身
は
、
健
康
上
の
問
題
も
あ
り
兵
役
を
免
れ
た
も
の
の
、
彼
の

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
友
も
多
く
が
、
戦
場
に
お
い
て
次
々
と
命
を
落
と
し
て
い
た
。
上
記
の
経
験
か
ら
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
と
安
定
を
創
出
す
る
こ
と
を
強
く
希
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
そ
う

し
た
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
は
、
各
国
の
政
府
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
こ
と
に
、
究
極
的
に
は
各
国
の
世
論
が
取
り
組
む
「
軍

事
的
衝
突
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
」
な
問
題
で
あ
っ
）
22
（

た
。

　
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
鑑
み
る
際
、
従
来
の
外
交
的
慣
習
は
限
界
を
抱
え
て
お
り
、
信
頼
で
き

な
い
と
考
え
た
。
彼
は
、
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
い
て
一
〇
〇
年
前
に
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
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「
欧
州
協
調
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
支
持
し
て
き
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
も
は
や
頼
る
こ
と
は
で

き
）
23
（

ず
、
そ
う
し
た
従
来
の
形
式
に
代
わ
る
「
新
し
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
）
24
（

ン
」
が
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
た
。

　
上
記
の
ト
イ
ン
ビ
ー
の
議
論
を
理
解
す
る
際
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
者
や
社
会
主
義
者
が
行
っ
た
平

和
主
義
的
な
思
想
・
政
治
運
動
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
普
遍
的
な
「
人
類
の
議
会
」
を
通
じ
た
統
治
に
よ
る
世
界
平
和
の
夢
は
、
何

世
紀
に
も
わ
た
り
哲
学
者
や
詩
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
衝
撃
的
な
出
来
事

が
、
国
際
関
係
の
根
本
的
な
変
革
が
も
は
や
先
送
り
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
確
信
さ
せ
た
。
事
実
、
戦
時
中
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
学
者
・
哲
学
者
で
あ
っ
た
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ー
・
ロ
ー
ズ
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
（G

oldsw
orthy Low

es 

D
ickinson

）、
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
の
政
治
評
論
家
で
あ
っ
た
レ
ナ
ー
ド
・
ウ
ル
フ
（Leonard W

oolf

）
な
ど
が
中
核
的
な
役
割
を
果

た
す
形
で
、
一
九
一
五
年
に
は
国
際
連
盟
協
会
（The League of N

ations Society

）
が
設
立
さ
れ
）
25
（
た
。
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
や
ウ
ル
フ
な
ど
、

国
際
連
盟
協
会
に
参
画
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
よ
う
な
惨
劇
を
防
止
し
世
界
平
和
を
希
求
す
る
こ
と
は
肝
要
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
よ
う
な
思
想
・
政
治
運
動
に
従
事
し
た
人
々
は
、「
欧
州
協
調
」
や
「
勢
力
均
衡
」
と
い
っ
た
概
念
を
、
軍
拡
競
争
や
国
際
的
な

敵
対
関
係
、
そ
し
て
戦
争
を
引
き
起
し
た
否
定
的
な
も
の
と
捉
え
た
。
彼
ら
の
認
識
で
は
、
古
い
国
際
体
制
を
代
替
す
る
た
め
、
新
た
な

国
際
体
制
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
）
26
（

た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
の
「
欧
州
協
調
」
を
否
定
的
に
捉
え
、「
新
し
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

必
要
性
を
強
調
す
る
議
論
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
思
想
・
政
治
運
動
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
加
え
て
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
平
和
と
安
定
を
希
求
す
る
ト
イ
ン
ビ
ー
の
議
論
に
は
、
戦
争
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
精
神

的
な
荒
廃
へ
の
懸
念
が
存
在
し
た
。
彼
の
見
方
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
数
世
代
に
わ
た
る
文
明
的
な
努
力
に
よ
り
打
ち
立
て
ら
れ

て
き
た
習
慣
を
払
拭
し
た
後
に
、
人
間
の
深
層
に
存
在
す
る
野
蛮
な
性
質
を
表
面
化
さ
せ
た
の
で
あ
っ
）
27
（
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、「
戦
争
自
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体
は
悪
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
事
す
る
国
々
に
甚
大
な
損
失
を
も
た
ら
す
と
し
、
戦
後
の
世
界
に
お
い
て
「
こ
の
悪
が
消
滅
す
る
」
こ
と

を
望
み
、
そ
れ
が
世
界
全
体
の
利
益
と
な
る
と
考
え
）
28
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
戦
争
と
い
う
悪
を
い
か
に
し
て
防
止
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
問
題
意
識
を

有
し
て
、
自
身
の
戦
後
構
想
を
紡
ぐ
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。
確
か
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
「
言
説
戦

争
」
に
従
事
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
特
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
主
権
に
つ
い
て
、

戦
後
も
批
判
的
な
見
解
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
構
想
に
関
す
る
大
戦
中
の
ト
イ
ン
ビ
ー
の
言
説
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
政

治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
は
な
く
、
彼
本
人
の
思
想
の
表
れ
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
知
的
営
為
は
、
一
九
一
五
年
に
出
版

し
た
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
戦
争
』
や
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
再
建
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
小
論
』
と
い
う
著
作
な
ど
に
結
実
し
た
。

次
章
で
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
の
理
念
的
な
側
面
を
ま
ず
検
討
し
、
次
に
そ
の
制
度
的
な
側
面
を
検
討
す
る
。

三
　「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
目
指
し
た
戦
後
構
想

㈠
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
構
想
す
る
際
、
以
下
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

の
問
題
、
さ
ら
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
重
視
し
考
察
を
行
っ
）
29
（
た
。
彼
は
、
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、
第
一
次
世
界
大
戦

を
も
た
ら
し
た
主
要
因
の
一
つ
と
し
て
問
題
視
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
初
め
か
ら
暴
力
へ
と
転
化
す
る
も
の
で
あ

り
）
30
（

、
近
代
国
際
関
係
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
よ
う
な
大
戦
争
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
現
に
、
彼
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
た
。
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〝
シ
ョ
ー
ベ
ニ
ズ
ム
〞、〝
ジ
ン
ゴ
イ
ズ
ム
〞、
そ
し
て
〝
プ
ロ
シ
ア
ニ
ズ
ム
〞
と
い
う
多
く
の
名
の
下
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
悪
の
要
素
は
、
現

代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
に
お
い
て
、
戦
争
と
い
う
大
参
事
を
生
み
出
し
）
31
（

た
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
引
き
起
こ
す
戦
争
を
防
止
す
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
内
在
す
る
悪
を
追
放

し
、
人
々
の
「
心
の
変
革
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
）
32
（
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
う
し
た
変
革
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
対
立
」
か
ら
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
協
調
」
へ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
世
論
を

変
革
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
と
）
33
（
し
、
後
者
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
、「
政
治
組
織
に
お
い
て
協
調
す
る
意
）
34
（
思
」

と
肯
定
的
に
形
容
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
問
題
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
解
決

す
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
協
調
あ
る
「
国
際
主
義
」
の
段
階
へ
と
押
し
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
、

そ
う
し
た
理
念
に
基
づ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
再
建
す
る
こ
と
は
、
大
戦
後
に
開
か
れ
う
る
講
和
会
議
に
お
い
て
、
最
も
実
践
的
な
問
題
の
一

つ
で
あ
っ
）
35
（

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
見
解
を
検
討
す
る
際
、
彼
が
あ
る
種
の
発
展
段
階
論
を
想
定

し
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
、
人
間
が
大
き
く
発
展
し
た
段
階
で
有
す
る
「
社
会

的
な
自
己
認
識
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
た
。
彼
は
、
そ
う
し
た
段
階
へ
の
発
展
を
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
々
が
い
つ
か

達
成
す
る
社
会
的
進
化
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
各
民
族
の
異
な
る
発
展
段
階
を
前
提
と
し
て
、
世
界
に
お
け
る
「
多
く
の
人
々
は
、
疑

い
な
く
成
熟
し
て
い
な
い
」
段
階
に
あ
る
と
述
べ
）
36
（

た
。

　
こ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
観
は
、
当
時
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
を
中
心
と
し
た
多
く
の
知
識
人
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
見
解
を
体
現
し
て
い
）
37
（

た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
お
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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諸
国
を
中
心
に
広
く
知
識
人
や
政
府
官
僚
、
政
治
家
に
よ
り
論
じ
ら
れ
た
が
、
特
に
リ
ベ
ラ
ル
派
の
知
識
人
の
多
く
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
を
人
々
の
意
思
や
個
性
の
表
出
で
あ
る
と
捉
え
て
い
）
38
（

た
。
グ
レ
ン
ダ
・
ス
ル
ー
ガ
（G

lenda Sluga

）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
知

的
潮
流
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
諸
国
で
広
く
論
じ
ら
れ
た
心
理
学
的
な
議
論
に
根
差
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
議
論
で
は
、
進
化
論
的
な
思
考
と
も
関
連
し
な
が
ら
、
異
な
る
精
神
の
発
展
段
階
が
存
在
す
る
と
い
う
想
定
の
下
、
人
種
や
民

族
、
階
級
、
性
別
を
、
意
思
を
表
明
す
る
能
力
別
に
分
類
す
る
見
解
が
流
布
し
て
い
）
39
（

た
。
本
稿
と
の
関
連
の
限
り
で
言
え
ば
、
こ
う
し
た

見
解
は
、
民
族
的
・
人
種
的
な
階
層
性
に
つ
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
に
影
響
を
与
え
た
。

　
ス
ル
ー
ガ
は
、
こ
の
知
的
潮
流
を
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
体
現
し
た
代
表
的
な
知
識
人
の
一
人
と
し
て
ト
イ
ン
ビ
ー
を
評
し
て
い
）
40
（

る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
展
段
階
に
関
し
て
、「
多
く
の
人
々
は
、
疑
い
な
く
成
熟
し
て
い
な
い
」
段

階
に
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
一
部
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
人
種
的
に
侮
蔑
す
る
言
動
を
と
っ
て
い
）
41
（
た
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、

ト
イ
ン
ビ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
考
察
に
は
、
民
族
や
人
種
の
階
層
性
と
い
う
問
題
が
影
を
落
と
し
て
お
り
、
ス
ル
ー
ガ
の
指

摘
は
概
ね
正
確
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
否
定
的
な
側
面
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
自
身
が
認
識
す
る
も
の
と

関
連
付
け
言
及
し
た
。
彼
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
「〝
協
調
〞
を
現
す
も
の
」
で
あ
る
一
方
で
、
ド
イ
ツ
に
は

「〝
権
力
〞
を
現
す
も
の
」
で
あ
る
と
し
た
。
加
え
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
自
由
に
構
成
さ
れ
た
人
間
集
団
の
権
利
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
問
題
視
し
）
42
（

た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
協
調
を
も
た
ら
す
も
の
と
、
対
立
を
も
た
ら
す
も
の
が
あ
る
と
考

え
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
後
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
、
戦
争
を
引
き
起
こ
す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
克
服

す
る
こ
と
を
説
き
、
前
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
原
理
に
基
づ
き
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
望
ん
だ
。
彼
は
、

そ
う
し
た
協
調
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
独
立
し
た
自
己
充
足
的
で
自
己
発
展
的
な
政
治
集
団
が
調
和
し
て
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生
き
る
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
台
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
民
族
的
な
独
自
性
を
有
す
る
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
寛
容
や
そ
の
保
護
を
考
慮
す
る
こ
と
も
、
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
に
お
い
て
肝
要
で
あ
る
と
み
た
。

㈡
　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
各
国
民
社
会
は
、
そ
の
集
団
内
に
お
け
る
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対

し
て
寛
容
な
態
度
を
示
し
て
い
な
い
と
み
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
に
は
宗
教
的
な
迫
害
、
一
九
世
紀
に
は
政
治
的
な
見
解
に
対
す

る
迫
害
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
世
紀
に
は
民
族
的
な
迫
害
が
存
在
し
）
43
（
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
迫
害
に
反
対
し
、
民
族
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
宗
教
、
教
育
、
地
方
自
治
な
ど
に
関
す
る
諸
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
主
張
し
）
44
（

た
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
う
し
た
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
の
問
題
を
、「
文
明
」
や
「
野
蛮
」
と
い
う
概
念
と

関
連
づ
け
て
考
察
し
た
。
彼
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
集
団
と
個
人
は
、
そ
れ
自
身
の
独
自
性
を
発
展
さ
せ
て
き

た
と
し
た
上
で
、「
文
明
」
的
で
あ
る
こ
と
は
、
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
尊
重
し
保
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
反
対
に
「
野

蛮
」
で
あ
る
こ
と
は
、
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
）
45
（
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
観
を
有
し
た
上
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
な
ど
の
民
族
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
し
て
言
及
し
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
尊
重
す
べ
き
民
族
的
独
自
性
を
有
し
て
い
た
。
ト

イ
ン
ビ
ー
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
問
題
に
つ
い
て
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
：
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
問
題
」
に
お
い
て
言
及
し
た
。
彼

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
地
理
的
に
不
可
分
か
つ
、
経
済
的
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
人
種
的
・
文
化
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
も

い
る
た
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
か
ら
独
立
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
の
独
自
性
を
認
め
ず
、

同
民
族
を
同
化
さ
せ
る
こ
と
に
は
反
対
）
46
（

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
権
利
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
）
47
（

だ
。

　
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
問
題
に
関
す
る
見
解
は
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
の
位
相
」
と
い
う
小
論
文
な
ど
に
示
さ
れ
た
。
ト
イ



法学政治学論究　第129号（2021.6）

178

ン
ビ
ー
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
抑
圧
下
に
あ
る
一
つ
の
民
族
と
捉
え
た
。
彼
は
、
同
民
族
の
保
障
問
題
は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
に

よ
り
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
条
約
で
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
の
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
未
だ
に
ロ
シ
ア
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下

に
あ
り
、
そ
の
保
障
も
曖
昧
で
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
特
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
批
判
し
）
48
（
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
ア
ル

メ
ニ
ア
人
は
、
古
代
か
ら
の
歴
史
的
伝
統
を
背
景
と
し
て
民
族
的
な
独
自
性
を
有
し
て
お
り
、
活
発
な
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
）
49
（
た
。
こ
の

た
め
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、「
第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
、
独
立
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
国
家
が
生
ま
れ
」
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張

し
）
50
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
民
族
的
独
自
性
を
有
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
尊
重
を
説
き
、
そ
う
し
た
人
々
へ
の
抑
圧
に
反
対
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の

議
論
を
考
察
す
る
際
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
彼
自
身
も
携
わ
っ
た
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（The N

ew 

Europe

）
誌
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
思
想
・
政
治
運
動
に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
思
想
・
政
治
運
動
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』

紙
外
部
部
長
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ー
マ
ス
・
ス
テ
ッ
ド
（W

illiam
 T. Stead

）、
歴
史
家
の
Ｒ
・
Ｗ
・
シ
ー
ト
ン
＝
ワ
ト
ソ
ン

（Robert W
. Seton-W

atson

）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
議
会
議
員
で
チ
ェ
コ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ガ
リ
ー
グ
・
マ
サ
リ
ク
（Tom

áš 

G
arrigue M

asaryk

）
な
ど
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
亡
命
活
動
中
で
あ
っ
た
マ
サ
リ
ク
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
お

い
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
解
体
の
必
要
性
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
の
独
立
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
編
を
主
張
し
協
商
国
側
に
活
発

な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
を
経
験
し
た
ス
テ
ッ
ド
と
ス
ラ
ブ
研
究
者
で
あ
っ
た
ワ
ト
ソ
ン
は
、
戦
前
か
ら
中
東
欧
に

関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
マ
サ
リ
ク
の
運
動
を
支
援
し
た
。
彼
ら
は
、
互
い
に
連
携
し
つ
つ
、
中
東
欧
地
域
を
中
心

に
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
を
扱
う
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
を
一
九
一
六
年
に
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
）
51
（

た
。

　
マ
サ
リ
ク
は
、
反
ド
イ
ツ
と
い
う
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
上
で
、
中
東
欧
地
域
を
中
心
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
自
由
で
解
放
さ
れ
た
諸

民
族
か
ら
有
機
的
に
生
み
出
さ
れ
、
一
つ
の
全
体
像
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ス
マ
ン
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
る
諸
民
族
が
、
そ
の
民
族
の
独
自
性
と
自
由
化
を
達
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
）
52
（
た
。
ワ
ト
ソ
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ン
や
ス
テ
ィ
ー
ド
も
、
そ
う
し
た
抑
圧
さ
れ
る
諸
民
族
の
自
由
化
を
説
い
た
。
ワ
ト
ソ
ン
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
後
、
中
東
欧
に

お
い
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
諸
民
族
（
特
に
ス
ラ
ブ
民
族
）
が
自
由
を
獲
得
す
る
こ
と
を
主
張
）
53
（

し
、
ド
イ
ツ
、
オ
ス
マ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
望
ん
）
54
（
だ
。
ス
テ
ィ
ー
ド
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
抑
圧
さ
れ
る
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
人
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
を
支
持
す
る
立
場
を
表
明
し
）
55
（
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
、『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
を
巡
る
思
想
・
政
治
運
動
で
は
、
民
族
的
独
自
性
を
有
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
尊
重

や
そ
う
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
抑
圧
す
る
政
治
体
制
へ
の
非
難
が
広
範
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
同
誌
に
論
考
を
寄
せ
て
い
た

ト
イ
ン
ビ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
。
彼
は
、
そ
の
戦
後
構
想
に
お
い
て
、
民
族
的
独
自
性
を
有
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
存
在
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
人
々
へ
の
抑
圧
を
行
う
政
治
体
制
に
対
し
て
批
判
的
な
見
解
を
示
し
た
。

㈢
　
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
「
連
邦
制
」

　
先
述
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
の
戦
後
構
想
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
理
念
的
問
題
を
重
視

し
た
。
他
方
で
、
彼
は
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
「
連
邦
制
」
と
い
う
制
度
的
な
問
題
も
同
様
に
重
視
し
た
。
以
下
で
は
、
そ
う
し

た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
考
察
を
検
討
す
る
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
に
と
っ
て
、
近
代
世
界
に
お
け
る
経
済
的
結
び
つ
き
の
重
要
性
は
明
白
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
異
な
る

諸
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
、
そ
の
統
一
を
「
産
業
革
命
」
に
端
を
発
す
る
経
済
的
な
相
互
依
存
に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
）
56
（

た
。
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
「
産
業
革
命
」
に
端
を
発
し
て
形
成
さ
れ
た
「
近
代
経
済
の

網
」
は
、
国
内
領
域
に
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
を
そ
の
網
に
組
み
込
み
、
人
間
生
活
に
お
け
る
経
済
的
領
域
を
「
国
際
化
」
し
て
き
た

と
論
じ
）
57
（

た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
近
代
国
際
関
係
に
お
い
て
、
一
国
の
枠
組
み
を
超
え
た
経
済
的
相
互
依
存
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
。
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し
か
し
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
経
済
的
要
因
の
み
に
着
目
し
て
国
際
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
実
際
、
彼

は
、
国
際
的
な
経
済
の
結
び
つ
き
に
よ
り
、
戦
争
が
無
益
に
な
っ
た
と
説
く
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
（N

orm
an Angell

）
の
議
論
）
58
（

を
、

経
済
的
要
因
が
平
和
を
も
た
ら
す
「
唯
一
の
創
造
的
な
要
因
」
と
解
す
る
も
の
だ
と
批
判
し
）
59
（
た
。
彼
に
と
っ
て
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依

存
の
み
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
戦
争
を
防
止
し
平
和
を
達
成
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
っ
た
。
経
済
的
要
因
の
み
で
は
な
く
、
政
治
的
な
要

因
に
よ
っ
て
も
平
和
は
設
立
・
維
持
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
う
し
た
平
和
を
も
た
ら
す
政
治
的
取
り
組
み

と
し
て
「
連
邦
制
」
を
唱
え
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
重
視
す
る
ト
イ
ン
ビ
ー
に
と
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
「
連
邦
制
」
と
い
う
問
題
が
、

ど
の
よ
う
な
整
合
性
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
般
的
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い

う
概
念
は
、
国
民
国
家
の
創
設
や
そ
う
し
た
枠
組
み
の
維
持
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
知
識
人
の
多
く
は
、
国
民
国
家
を
、
あ
る
種
の
国
際
共
同
体
へ
と
至
る
進
化
の
発
展
段
階
の
過
程
と
し
て
捉
え
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
信
念
は
、
様
々
な
民
族
か
ら
な
る
国
際
的
な
制
度
機
関
と
し
て
国
際
連
盟
へ
の
支
持
に
結
実
し
）
60
（

た
。
ナ
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
を
、
精
神
の
発
展
段
階
の
観
点
か
ら
捉
え
る
と
と
も
に
、「
連
邦
制
」
を
説
く
ト
イ
ン
ビ
ー
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
知
的
潮
流

と
一
定
の
親
和
性
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
自
身
の
議
論
が
、
空
想
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
近
代
的
な
国
家
主
権
体
制
に
内
在
す

る
破
壊
的
な
力
を
勘
案
し
、「
連
邦
制
」
を
構
築
す
る
必
要
性
を
強
調
し
）
61
（

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
各
主
権
国
家
は
戦
争
や
対
立
に
よ
り
国
際

関
係
を
不
安
定
化
さ
せ
る
た
）
62
（

め
、
そ
う
し
た
行
動
を
抑
制
す
る
「
連
邦
制
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
人
間
個
人
が
無
政
府

状
態
か
ら
協
調
を
達
成
し
て
き
た
よ
う
に
、
各
主
権
国
家
が
国
際
的
な
無
政
府
状
態
を
超
克
し
て
国
際
的
な
協
調
を
達
成
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
み
た
。
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
組
織
が
完
成
し
た
な
ら
ば
、「
戦
争
の
最
終
的
な
消
滅
を
期
待
で
き
る
」
と
述
べ
）
63
（

た
。

し
か
し
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
う
し
た
試
み
が
失
敗
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
破
壊
を
運
命
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
）
64
（
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
無
政
府
状
態
を
戦
争
の
主
要
な
原
因
と
捉
え
、
各
国
の
主
権
を
制
限
す
る
国
際
機
関
の
創
設
を
唱
え
る
ト
イ

ン
ビ
ー
の
議
論
を
鑑
み
る
際
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
戦
間
期
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
に
存
在
し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
）
65
（

義
」
と
い
う
知
的
潮

流
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
キ
ャ
ス
パ
ー
・
シ
ル
ベ
ス
ト
（Casper Sylvest

）
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主

義
」
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
国
際
関
係
に
お
け
る
人
々
の
道
徳
や
理
性
の
発
展
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
勃
発
を
転
換
点
と
し
て
、
国
家
間
の
平
和
や
安
定
も
た
ら
す
制
度
的
な
枠
組
み
の
構
築
を
重
視
す
る
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
っ
）
66
（

た
。

例
え
ば
、
既
出
の
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
は
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
無
政
府
状
態
』
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
主
要
因
を
、
一
五
世
紀
末
以

降
の
主
権
国
家
の
出
現
以
来
存
在
し
て
き
た
国
際
的
な
無
政
府
状
態
に
み
て
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
新
た
な
国
際
機
構
が
必
要

で
あ
る
と
論
じ
）
67
（
た
。
国
際
的
な
無
政
府
状
態
の
危
険
性
を
説
き
、「
連
邦
制
」
の
構
築
を
唱
え
る
ト
イ
ン
ビ
ー
の
議
論
は
、
そ
う
し
た
知

的
潮
流
の
変
容
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
和
を
も
た
ら
す
政
治
的
要
因
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
連
邦
制
」
を
唱
え
る
ト
イ
ン
ビ
ー
の
考
察
は
、
ギ

リ
シ
ャ
を
中
心
と
し
た
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
よ
る
「
連
邦
制
」
に
関
す
る
議
論
に
よ
り
具
体
的
に
表
れ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に

よ
る
国
民
国
家
と
し
て
の
政
治
的
統
一
に
向
け
た
試
み
を
、
外
的
な
操
作
に
よ
ら
な
い
「
現
実
の
諸
力
」
で
あ
）
68
（
り
、
共
通
の
意
思
に
よ
り

鼓
舞
さ
れ
る
人
間
集
団
を
生
み
だ
し
た
と
評
し
）
69
（

た
。
し
か
し
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
同
国
の
性
急
な
国
民
国
家
化
に
対
し
て
は
批
判

的
な
見
解
を
示
し
て
も
い
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
そ
う
し
た
国
民
国
家
化
は
、
国
内
的
に
は
「
社
会
的
・
経
済
的
生
活
の
麻
痺
」
を
引
き

起
こ
し
、
対
外
的
に
は
ギ
リ
シ
ャ
と
他
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
）
70
（

た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
上

記
の
国
内
と
国
外
に
お
け
る
問
題
に
ギ
リ
シ
ャ
は
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
み
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
統
合
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
が
、
独
立
し
た
経
済
単
位
を
構
成
す
る
に
は
小
規
模
で
あ
る
と
し
、
同
国
の
経
済
的
利
益
の

た
め
に
も
、「
国
民
国
家
の
政
治
的
単
位
と
比
較
し
て
、
よ
り
包
括
的
な
組
織
に
お
け
る
協
調
」
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

そ
う
し
た
「
包
括
的
な
組
織
に
お
け
る
協
調
」
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
を
最
も
広
く
包
含
す
る
形
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
範
囲
は
、
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黒
海
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
、
そ
し
て
カ
ル
パ
チ
ア
か
ら
エ
ー
ゲ
海
に
至
る
地
域
が
想
定
さ
れ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
同
地
域
が
、
言
語
的
・

宗
教
的
に
分
裂
し
「
解
決
不
能
な
混
乱
」
に
あ
る
一
方
で
、
経
済
的
に
は
人
種
的
、
政
治
的
境
界
を
越
え
て
「
同
質
で
密
接
に
結
び
付
い

た
全
体
」
を
構
成
し
て
い
る
と
み
）
71
（
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
う
し
た
規
模
の
経
済
的
協
調
で
は
、
政
治
的
協
調
も
同
様
に
重
要
に
な
る
と
し
た
。
彼
の
見
方
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ

な
ど
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
越
え
「
連
邦
制
」
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
対
立

を
乗
り
越
え
互
い
に
協
調
し
、
隣
接
す
る
諸
大
国
と
同
等
に
渡
り
合
う
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
バ
ル
カ

ン
諸
国
が
単
に
「
国
民
統
合
」
に
留
ま
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
将
来
は
暗
い
も
の
に
な
る
と
論
じ
）
72
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
国
境
を
越
え
た
経
済
的
な
結
び
つ
き
の
重
要
性
を
説
く
一
方
で
、
国
家
主
権
の
枠
組
み
を
越
え
る

「
連
邦
制
」
の
必
要
性
も
説
い
た
。
そ
う
し
た
彼
の
議
論
は
、
既
述
の
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
に
お
け
る
議
論
も
含
め
、
中
東
欧
地

域
を
中
心
に
連
邦
制
を
構
想
す
る
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
知
識
人
に
よ
る
議
論
の
中
で
）
73
（
も
、
国
際
的
な
経
済
協
調
と
結
び
つ
け
「
連
邦
制
」

の
必
要
性
を
唱
え
る
点
で
、
比
較
的
ト
イ
ン
ビ
ー
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
そ
の
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
る
政
治
構
想
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
理
念
的
問
題
、
そ
し
て
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
「
連
邦
制
」
に
関
す
る
制
度
的
な
問
題
を
重
視
し
て
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
再
建
」
へ
向
け
た
戦
後
構
想
を
紡
い
で
い
た
こ
と
を
検
討
し
た
。
し
か
し
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
同
構
想
を
基
に
し
て
一
定
の
戦
争
協
力
を
行
っ
て
も
い
た
。
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四
　
戦
後
構
想
と
戦
争
協
力

㈠
　
敵
国
側
へ
の
批
判

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
主
に
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
戦
争
』
と
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
再
建
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
小
論
』
に
お
い
て
、
そ
の
戦
後
構
想
を
紡
い
だ
。
し
か
し
他
方
で
、
彼
は
、
自
身
の
戦
後
構
想
を
基
に
、
敵
国
側
（
特
に
ド
イ
ツ

と
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
へ
の
道
義
的
非
）
74
（

難
、
及
び
協
商
国
側
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
）
の
戦
争
目
的
の
正
当
化
も
行
っ
た
。
本
章
で
は
、
そ
う
し
た

点
を
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
記
し
た
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
敵
国
側
を
非
難
す
る
際
、
第
一
に
ド
イ
ツ
を
そ
の
対
象
と
し
、
同
国
の
戦
闘
行
為
に
付
随
す
る
支
配
や
暴
力
の
問
題

を
指
摘
し
た
。
彼
は
、
一
九
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
破
壊
：
ド
イ
ツ
の
効
率
性
に
関
す
る
一
考
察
』
に
お
い
て
、

ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
の
目
的
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
産
業
を
永
久
的
に
根
絶
す
る
こ
）
75
（
と
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
行
為
に
よ
り

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
生
活
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
し
）
76
（
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
起
き
て
い
る
問
題
を
鑑
み
た
上
で
、
ド

イ
ツ
が
中
東
欧
諸
国
を
併
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
多
く
の
民
族
集
団
に
対
し
て
軍
事
的
な
優
越
を
確
立
す

る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
ド
イ
ツ
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
民
族
集
団
が
、
厳
し
い
隷
属
状
態
に
晒
さ
れ
る
こ
と
は
自
明
で

あ
っ
）
77
（

た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
戦
闘
行
為
に
つ
い
て
も
、『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
恐
怖
』
と

『
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
恐
怖
』
と
い
う
他
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
批
判
を
展
開
し
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
他
国
へ

の
暴
力
的
な
支
配
を
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
に
お
け
る
根
源
的
な
悪
」
と
形
容
）
78
（

し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
行
う

支
配
や
そ
れ
に
伴
う
暴
力
を
糾
弾
し
）
79
（
た
。
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ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
政
治
経
済
に
関
す
る
見
解
を
非
難
し
た
。

彼
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
政
治
経
済
観
と
は
、
国
家
が
自
給
自
足
的
な
経
済
単
位
を
基
に
し
て
、
そ
の
領
土
権
の
拡
大
を
追
求
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
そ
う
し
た
思
考
法
は
、「
近
代
経
済
に
お
け
る
国
際
主
義
」
を
育
む
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
切
れ
目
の
な

い
網
を
分
解
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
民
族
集
団
間
で
の
存
続
を
か
け
た
争
い
を
不
可
避
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
）
80
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ド
イ
ツ
が
戦
争
に
勝
利
し
た
場
合
、「
一
つ
の
民
族
集
団
が
、
他
の
多
く
の
民
族
集
団
を
政
治
的
な
隷
属
状
態
に
置
か

な
け
れ
ば
、
そ
の
経
済
的
必
要
性
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
状
態
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
訪
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
）
81
（
た
。
彼
は
、
こ
う
し
た

考
え
と
は
対
照
的
に
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
を
意
味
す
る
「
経
済
的
通
行
圏
」
と
い
う
考
え
を
提
唱
し
）
82
（

た
。

　
他
方
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
敵
国
側
に
対
す
る
非
難
は
、『
ト
ル
コ
：
過
去
、
現
在
、
未
来
』
や
『
ト
ル
コ
人
の
凶
悪
な
暴
政
』
な
ど
の

著
作
に
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
非
難
と
い
う
形
で
も
現
れ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
統
一
の
あ
り
方
に
疑
問
を
呈

し
た
。
彼
の
見
方
で
は
、
そ
の
統
一
は
、
気
候
的
、
地
理
的
、
人
種
的
、
経
済
的
要
因
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
国
政
府
の

支
配
に
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
）
83
（

た
。
こ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
評
価
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
国
民
統
合
の
動
き
に
対
す
る

否
定
的
な
見
解
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
一
九
〇
八
年
以
降
に
影
響
力
を
持
っ
た
青
年
ト
ル
コ
人
は
、
自

身
の
民
族
性
を
他
の
民
族
集
団
に
強
制
す
る
こ
と
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
の
統
治
下
に
存
在
す
る
被
支
配
民
族
を
抑
圧
し
て
い
る
と
み

た
。
青
年
ト
ル
コ
人
は
、
初
め
か
ら
こ
う
し
た
傾
向
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
代
前
半
に
起
き
た
一
連
の
バ

ル
カ
ン
地
域
で
の
戦
争
が
、
彼
ら
が
同
化
政
策
を
推
し
進
め
る
触
媒
と
な
っ
）
84
（

た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
同
化
政
策
の
問
題
と
し
て
、
特
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
問
題
に
言
及
し
た
。
彼
の
見
方
で
は
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
虐
殺
行
為
は
、
同
国
の
中
央
政
府
主
導
の
も
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア

人
の
体
系
的
な
絶
滅
を
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
）
85
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
問
題
を
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る

非
ト
ル
コ
系
の
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
抑
圧
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
し
同
国
を
非
難
し
）
86
（
た
。
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ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
抑
圧
す
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
批
判
を
、「
文
明
」
と
い
う
概
念
と
関
連
付
け
て

行
っ
た
点
に
は
、
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、「
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
西
洋
文
明
と
は
根
本
的
に
異
な
る
」
と
し
、「
オ
ス

マ
ン
に
よ
る
支
配
が
広
が
る
と
こ
ろ
で
は
、
文
明
は
滅
び
て
き
た
」
の
で
あ
り
、「
オ
ス
マ
ン
の
支
配
が
続
く
間
は
、
文
明
が
従
属
的
な

状
態
に
留
ま
る
」
と
述
べ
）
87
（
た
。
そ
う
し
た
見
解
を
有
す
る
ト
イ
ン
ビ
ー
に
と
っ
て
、
協
商
国
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
圧
政
下
に
あ
る

人
々
を
解
放
」
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
）
88
（

い
。
事
実
、
彼
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
体
制
が
、
一
九
一
四
年
八
月
以
前
の

現
状
維
持
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
想
定
し
て
い
た
。
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
尊
重
を
説
く
ト
イ
ン
ビ
ー
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ

と
の
同
盟
に
よ
り
同
国
の
現
状
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、「
圧
政
の
単
な
る
永
続
化
」
で
あ
）
89
（

り
、「
文
明
化
さ
れ
た
世
界
を
恥
辱
す
る
悲

惨
」
で
あ
っ
）
90
（
た
。

㈡
　
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
「
戦
争
目
的
」

　
現
職
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
で
あ
っ
た
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
は
、
一
九
一
六
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で

再
選
を
果
た
し
た
の
ち
に
、
交
戦
国
に
そ
の
講
和
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
声
明
を
出
し
）
91
（
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
う
し
た
声
明
を

戦
争
目
的
論
の
観
点
か
ら
解
釈
し
、
協
商
国
側
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
）
の
「
戦
争
目
的
」
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
そ
う
し
た
彼
の
議
論
に

は
、
自
由
で
民
主
主
義
的
な
協
商
国
側
と
そ
れ
に
対
す
る
同
盟
国
側
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
協
商
国
側
の
道
義
的
正
当
性
を
示
そ
う
と
す

る
政
治
的
狙
い
が
存
在
し
）
92
（

た
。

　
例
え
ば
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
協
商
国
側
に
よ
る
戦
争
の
正
当
化
の
根
拠
と
し
て
、
敵
国
側
に
支
配
さ
れ
る
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
解

放
を
挙
げ
た
。
例
え
ば
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、「
ス
ル
タ
ン
の
凶
悪
な
暴
政
下
」
に
あ
る
被
支
配
民
族
を
解
放
す
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
多
く
の
人
々
が
、
安
全
と
自
由
、
そ
し
て
経
済
発
展
を
享
受
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
述
べ
）
93
（

た
。
加
え
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、

他
の
敵
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
従
属
下
に
あ
る
諸
民
族
へ
の
抑
圧
も
批
判
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
と
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も
に
両
国
を
「
自
由
で
民
主
主
義
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
お
け
る
時
代
錯
誤
と
評
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戦
後
世
界
に
お
い
て
そ
れ
ら
の

諸
帝
国
は
分
解
す
る
運
命
に
あ
っ
）
94
（

た
。

　
ま
た
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ド
イ
ツ
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
道
義
的
観
点
か
ら
問
題
視
し
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
ド
イ
ツ
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
は
、「
国
家
が
政
治
的
な
絶
対
物
」
で
あ
る
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
れ
は
、
民
主
主
義
が
成
長
す
る
に

つ
れ
、
人
々
が
心
か
ら
消
し
さ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
民
主
主
義
国
家
に
は
魅
力
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
）
95
（

た
。
彼
に
と
っ

て
、
ド
イ
ツ
が
大
戦
に
勝
利
し
、
自
身
が
支
持
す
る
協
調
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
、
対
立
を
引
き
起
こ
す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
す
る
の
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
見
解
は
、
同
国
を
道
義
的
に
非
難
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
戦
争
目
的
」
の
正
当
性
を
唱
え
た

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
知
識
人
の
議
論
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
オ
ニ
ー
・
ホ
ル
ト
ハ
ウ
ス
（Leonie H

olthaus

）

に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
議
論
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
文
明
、
民
主
主
義
、
そ
し
て
国
際
的
な
道
義
を
体
現
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
、
専
制
、
軍

国
主
義
、
官
僚
制
、
そ
し
て
国
際
法
違
反
を
体
現
す
る
ド
イ
ツ
と
い
う
二
分
法
的
な
図
式
で
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
と
い
う
異
質
な
「
他
者
」

を
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
）
96
（
た
。
例
え
ば
、
既
出
の
ブ
ラ
イ
ス
は
、「
穏
健
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
擁
護
す
る
一
方
で
、「
俗
悪
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」、「
愛
国
心
を
誇
示
す
る
パ
ト
リ
オ
リ
ズ
ム
」
を
ド
イ
ツ
的
な
も
の
と
評
し
、
同
国
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
を
示
し
）
97
（

た
。

　
加
え
て
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
非
難
と
い
う
点
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
議
論
と
既
述
の
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
を
中
心
と
し
た
思
想
・

政
治
運
動
と
の
関
連
も
無
視
で
き
な
い
。
同
誌
は
、
と
り
わ
け
一
九
一
五
年
以
降
、
ド
イ
ツ
国
内
で
高
ま
っ
て
い
た
戦
争
目
的
論
に
対
抗

す
る
要
素
も
有
し
て
い
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
争
目
的
に
関
し
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、
特
に
保
守
派
の

人
々
は
、
ベ
ル
ギ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
自
国
の
影
響
下
の
緩
衝
国
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
支
配
の
下
に
「
中
欧
」
と
い

う
政
治
体
制
を
創
設
す
る
こ
と
を
喧
伝
し
て
い
）
98
（

た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
優
越
性
を
前
提
と
し
た
戦
争
目
的
論
は
、
そ
の
意
味
内
容
に
関

し
て
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
存
在
し
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
保
守
派
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
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派
の
政
治
家
・
知
識
人
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
（Friedrich N

aum
ann

）
は
、『
中
欧
論
』
に
お
い
て
、
多
様
な
民
族
か
ら

構
成
さ
れ
つ
つ
も
ド
イ
ツ
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
中
欧
」
を
構
想
し
）
99
（

た
。

　
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
戦
争
目
的
論
を
踏
ま
え
、『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
で
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
批
判
、
及
び
協
商
国
側
の
戦

争
目
的
の
正
当
化
を
説
く
論
説
が
少
な
か
ら
ず
掲
載
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
サ
リ
ク
は
、
前
述
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
右
派
・
保
守
派
や
ナ

ウ
マ
ン
に
よ
る
『
中
欧
論
』
に
対
し
て
、
否
定
的
な
見
解
を
強
く
示
し
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
よ

る
支
配
か
ら
中
東
欧
地
域
に
お
け
る
諸
民
族
を
解
放
す
る
こ
と
を
思
念
し
、
そ
れ
ら
諸
国
の
「
帝
国
主
義
」
を
批
判
し
）
100
（
た
。
ワ
ト
ソ
ン
も
、

ド
イ
ツ
に
よ
る
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
抑
圧
や
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
問
題
視
し
、
ド
イ
ツ
で
な
さ
れ
た
戦
争
目
的
論
や
戦
後
構
想

に
対
抗
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
う
し
た
彼
の
姿
勢
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
協
商
国
側
の
戦
闘
行
為
の
正
当
化
に
帰
結
し
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
も
、
こ
う
し
た
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
を
巡
る
議
論
に
参
画
し
て
い
た
。
彼
は
、
他
の
論
者
と
比
較
し
て
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
を
巡
る
情
勢
を
よ
り
注
視
し
て
い
た
も
の
の
、
主
に
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
や
敵
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
批
判
を
中

心
と
し
て
、
敵
国
側
を
道
義
的
に
非
難
し
協
商
国
側
の
戦
闘
行
為
の
正
当
性
を
主
張
す
る
点
で
、
同
紙
を
基
に
し
た
思
想
・
政
治
運
動
と

一
定
の
知
的
連
関
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

五
　
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
と
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係

㈠
　
帝
国
か
ら
国
民
国
家
の
世
界
へ

　
一
九
一
八
年
一
一
月
、
ド
イ
ツ
の
休
戦
受
諾
に
よ
り
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
翌
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
お

い
て
講
和
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
同
講
和
会
議
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
み
で
は
な
く
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
人
々
、
及
び
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
多
く
の
人
々
が
、「
民
族
自
決
原
則
に
基
づ
い
た
公
正
な
国
際
社
会
」
の
創
出
を
望
み
、

そ
う
し
た
構
想
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
多
大
な
る
期
待
を
か
け
）
101
（

た
。

　「
民
族
自
決
」
原
則
へ
の
支
持
は
、
同
会
議
に
派
遣
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
に
も
広
範
に
存
在
し
て
い
た
。
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

同
代
表
団
は
、
外
交
官
、
評
論
家
で
あ
っ
た
ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
（H

arold G
eorge N

icolson

）
な
ど
若
い
世
代
の

人
々
を
中
心
に
、「
勢
力
均
衡
」
を
中
心
と
す
る
旧
来
型
の
外
交
を
刷
新
し
、
国
際
連
盟
や
各
民
族
の
独
自
性
へ
の
尊
重
に
基
づ
く
新
た

な
国
際
秩
序
を
模
索
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
）
102
（
た
。
既
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
一
人
で
あ
っ
た
ト
イ
ン
ビ
ー
も
、
大
戦
時
に
お
け

る
「
勢
力
均
衡
」
へ
の
懐
疑
や
民
族
の
独
自
性
に
つ
い
て
同
様
の
問
題
意
識
を
共
有
し
た
上
で
、
パ
リ
講
和
会
議
に
け
る
大
戦
後
の
世
界

秩
序
の
再
構
築
に
携
わ
っ
）
103
（
た
。

　
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
特
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
中
心
と
し
た
バ
ル
カ
ン
地
域
の
分
析
に
従
事
し
、
当
該
問
題
に

関
し
て
多
く
の
分
析
を
行
っ
）
104
（
た
。
本
稿
と
の
関
連
の
限
り
で
述
べ
る
と
、
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
が
多

く
定
住
し
て
い
た
ス
ミ
ル
ナ
（
現
在
は
、
エ
ー
ゲ
海
に
面
す
る
ト
ル
コ
西
部
の
都
市
）
を
巡
る
領
土
問
題
や
地
域
秩
序
の
安
定
性
に
関
し
て
懸

念
を
表
明
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
な
ど
を
記
し
て
い
）
105
（
た
。

　
こ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
懸
念
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
二
年
の
間
に
行
わ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル

コ
戦
争
に
よ
り
現
実
と
な
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
（The M

anchester G
uardian

）
の
海
外

特
派
員
と
し
て
、
一
九
二
一
年
一
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
取
材
・
調
査
を
行
っ
）
106
（

た
。

同
調
査
を
通
じ
て
、
彼
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
両
軍
に
よ
る
戦
時
中
の
暴
力
が
引
き
起
こ
し
た
荒
廃
を
直
接
見
聞
し
、
そ
の
見
解
を

『
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
に
お
け
る
西
洋
問
題
』
で
示
し
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
の
惨
状
を
受
け
、
両
国
が
、「
異
質
」
な
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
認
め
共
存
す

る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
考
え
）
107
（
た
。
ギ
リ
シ
ャ
側
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
へ
の
暴
力
、
ト
ル
コ
側
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
へ
の
暴
力
は
、
彼
が
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大
戦
中
に
希
求
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
が
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
両
国
に
て
達
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
上
記
の
よ
う
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
抑
圧
や
暴
力
の
原
因
を
、
非
「
西
洋
」
世

界
に
伝
播
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
主
権
と
い
う
「
西
洋
」
の
思
想
的
・
制
度
的
問
題
に
み
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
現
に
、
ト
イ
ン

ビ
ー
は
、
一
九
二
一
年
に
現
地
で
取
材
旅
行
を
行
っ
た
際
に
直
面
し
た
暴
虐
に
関
し
て
、
そ
う
し
た
大
虐
殺
は
、「
相
互
に
不
可
欠
な
隣

人
の
間
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
闘
争
の
極
端
な
形
で
あ
り
、
こ
の
致
命
的
な
西
洋
的
思
考
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
」
と
評
し
）
108
（

た
。
す
な
は

ち
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
抑
圧
や
暴
力
を
、
単
に
同
地
域
に
お
け

る
局
地
的
な
問
題
と
み
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
西
洋
」
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
主
権
の
問
題
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

た
）
109
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題
は
、
近
代
国
際
関
係
に
お
け
る
西
洋
諸
国
の
優
越
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ト
ル
コ
な
ど
の
中
近
東
諸

国
の
人
々
が
、
自
国
を
防
衛
す
る
た
め
「
独
立
し
た
主
権
を
有
す
る
領
域
国
家
」
と
い
う
「
西
洋
」
の
教
義
を
受
け
い
れ
た
こ
と
に
起
因

し
て
い
）
110
（
た
。
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

中
近
東
の
人
々
は
、
近
代
国
際
政
治
に
お
い
て
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
法
で
自
国
を
再
編
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
西
洋
諸
国
に
お
け
る
現
代
的
基
礎
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
に
お
け
る
西
洋
の
台
頭
に
よ
り
、
非
西
洋
諸
国
間
の
関
係
性
、

及
び
非
西
洋
諸
国
と
西
洋
諸
国
と
の
関
係
性
が
、
西
洋
世
界
で
当
然
視
さ
れ
て
い
る
形
式
に
類
似
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
）
111
（
る
。

　
こ
の
ト
イ
ン
ビ
ー
の
分
析
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
諸
帝
国
が
崩
壊
し
国
民
国
家
の
創
設
が
行
わ
れ
る
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
戦
争
や
暴
力
を
鋭
く
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
は
、
中
東
欧
地
域
に
お
け

る
諸
帝
国
の
崩
壊
を
受
け
、
民
族
間
の
紛
争
を
防
止
し
平
和
を
構
築
す
る
た
め
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
条
約
が
結
ば
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
は
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
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の
起
点
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
と
そ
の
終
結
に
つ
い
て
、
一
九
二
三
年
に
結
ば
れ
た
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
は
重
要
で
あ
っ
た
。

同
条
約
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に
住
む
ト
ル
コ
人
と
ト
ル
コ
に
住
む
ギ
リ
シ
ャ
人
双
方
の
「
住
民
交
換
」
が
容
認
さ
れ
た
。
総
計
で
約
一
二
〇

万
人
の
ア
ナ
ト
リ
ア
の
正
教
徒
が
ト
ル
コ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
へ
と
輸
送
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
約
四
〇
万
人
の
ム
ス
リ
ム
が
ギ
リ
シ
ャ
か
ら

ト
ル
コ
へ
と
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
（Robert G

erw
arth

）
に
よ
れ
ば
、
多
民
族
国
家
に
住
む
少
数

派
の
法
的
保
護
を
求
め
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
条
約
の
論
理
か
ら
の
大
転
換
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
を
含

め
諸
民
族
の
共
存
を
目
指
す
論
理
よ
り
も
、
国
民
国
家
内
に
お
け
る
平
穏
の
た
め
、
国
民
的
均
質
性
を
む
し
ろ
強
調
す
る
側
面
を
有
し
て

い
）
112
（

た
。

　
そ
う
し
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
、
及
び
そ
の
後
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
調
印
と
い
う
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
史
上
の
一

連
の
出
来
事
は
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
多
民
族
的
な
帝
国
か
ら
な
る
国
際
関
係
が
、
国
民
的
同
質
性
と
い
う
理
念
を
基
に
し

た
国
民
国
家
か
ら
な
る
国
際
関
係
へ
と
変
容
し
た
こ
と
を
映
し
出
し
て
い
）
113
（
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
容
の
過
程
の
中
で
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
迫
害
を
引
き
起
こ
す
排
外
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
強
固
な
国
家
主
権
と
い
っ
た
問
題
が
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
深
い
影
を

落
と
し
続
け
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
に
関
す
る
洞
察
は
、
そ
う
し
た
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
史
研
究
に
お

い
て
議
論
さ
れ
る
問
題
を
先
駆
的
に
指
摘
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

㈡
　
戦
後
構
想
の
「
挫
折
」
と
そ
の
帰
結

　
他
方
で
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
で
の
出
来
事
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
の
「
挫
折
」
を
意
味
し
て
い
た
。
同
戦
争
が
示
し
た

よ
う
に
、
協
調
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
尊
重
と
い
っ
た
理
念
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
や
「
連
邦
制
」

と
い
う
制
度
は
、
い
ず
れ
も
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
に
お
い
て
は
実
現
さ
れ
え
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
戦
後
構
想
の
「
挫
折
」
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
主
権
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
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自
身
の
国
際
関
係
思
想
を
更
に
発
展
さ
せ
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
か
ら

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
各
国
の
無
制
約
な
国
家
主
権
に
対
す
る
懸
念
を
有
し
て
い
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
で
の
経
験
は
、
そ
う
し

た
見
解
を
深
化
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
に
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
大
戦
終
結
以
降
、
無
制
約
な
国
家
主
権
や
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
問
題
を
乗
り
越
え
、
諸
国
間
の
協
調
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
こ
う
し
た
協
調
の
土
台
に
な
り
う
る
の
は
、
大
戦

後
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
で
あ
っ
）
114
（

た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
で
は
、
国
際
連
盟
を
中
心
と
し
て
、「
国
際
的
な
法
と
秩
序
の
建
設
的
な
原
理
」

に
基
づ
）
115
（

き
、
主
権
国
家
間
で
協
調
を
行
う
「
新
し
い
実
験
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
）
116
（

た
。
事
実
、
彼
は
、「
国
際
連
盟
規
約
は
、
無
政
府

状
態
が
未
だ
に
横
行
し
て
い
る
こ
の
極
め
て
重
要
な
国
際
関
係
と
い
う
場
に
法
の
支
配
を
拡
大
す
る
試
み
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
こ
う
し
た
国
際
関
係
の
あ
り
方
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
以
前
の
主
権
国
家
に
よ
る
「
自
助
」
の
原
理
を
土
台
と

す
る
国
際
関
係
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
）
117
（
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
同
大
戦
の
終
結
に
至
る
ま
で
、
過
去
四
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
際
関
係
は
、
多
数
の
主
権
国
家
に
分
か
れ
た
「
全
く
の
無
政
府
状
態
」
に
あ
り
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、「
他
の
全
て

の
国
の
主
権
を
、
あ
る
単
一
の
、
偏
狭
な
主
権
の
下
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
」
が
支
配
的
な
大
国
に
よ
り
往
々
に
し
て
行
わ
れ
て

き
）
118
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
政
府
状
態
に
あ
る
国
際
関
係
を
「
我
々
の
社
会
全
体
を
体
現
す
る
何
ら
か
の
制
度
」
へ
と
改
変
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
そ
う
し
た
目
的
を
体
現
す
る
制
度
が
国
際
連
盟
で
あ
る
と
ト
イ
ン
ビ
ー
は
評
し
）
119
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ト
イ

ン
ビ
ー
は
、「
力
で
は
な
く
合
意
に
よ
）
120
（

り
」
対
立
を
防
止
す
る
こ
と
を
望
み
、
国
家
主
権
の
制
限
を
基
調
と
し
、
国
際
機
構
を
通
じ
た
各

国
の
国
際
協
調
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
「
新
し
い
秩
）
121
（

序
」
を
思
念
し
て
、
戦
間
期
の
大
部
分
に
お
い
て
国
際
連
盟
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
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六
　
お
わ
り
に 

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
目
指
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
を
検
討
し
て

き
た
。
そ
れ
は
、「
勢
力
均
衡
」
や
旧
来
の
外
交
上
の
慣
習
を
基
に
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
か
ら
の
変
容

を
念
頭
に
、
同
大
戦
の
戦
局
と
一
定
の
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
協
調
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
理
念

的
な
問
題
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
「
連
邦
制
」
と
い
う
制
度
的
な
問
題
に
関
す
る
考
察
を
基
調
と
し
て
、
大
戦
後
の
新
た
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
は
、
国
際
的
な
経
済
相
互
依
存
と
「
連
邦

制
」
と
の
結
び
つ
き
を
唱
え
る
点
で
、
比
較
的
独
自
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
に
は
、
諸
帝

国
が
崩
壊
し
国
民
国
家
の
創
設
が
行
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
戦
争
や
暴
力
に
よ
り
、
そ
の
構
想
は
「
挫
折
」
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
他
方
で
、
こ
う
し
た
「
挫
折
」
は
、
国
家
主
権
を
制
限
し
国
際
連
盟
を
中
心
と
し
た
国
際
協
調
を
説
く
、
後

の
ト
イ
ン
ビ
ー
の
国
際
関
係
思
想
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
巡
る
知
的
系
譜
へ
の
含
意
を
示
唆
し
た
い
。
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
ト

イ
ン
ビ
ー
の
戦
後
構
想
に
は
、
協
調
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
、
経
済
相
互
依
存
、
偏
狭
な
国
家
主
権
を
超
え
る

「
連
邦
制
」
な
ど
、
肯
定
的
な
側
面
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
同
構
想
に
は
、
人
種
や
民
族
の
階
層
性
、
戦

争
に
お
け
る
敵
国
へ
の
道
義
的
批
判
と
い
う
否
定
的
な
要
素
も
存
在
し
た
。
こ
の
点
は
、
人
種
、
帝
国
、
戦
争
、
反
自
由
主
義
的
な
キ
リ

ス
ト
教
保
守
主
義
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
歴
史
的
に
抱
え
て
き
た
「
暗
い
」
側
面
も
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
歴
史
を
よ
り
深
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
研
究
の
動
向
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
）
122
（

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
歴
史
、
特
に
そ
の
知
的
系
譜
に
つ

い
て
等
身
大
で
認
識
・
評
価
し
、
更
な
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
1
）  

同
用
語
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
自
身
が
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
」
を
構
想
す
る
際
、
西
欧
地
域
の
み
な
ら
ず
、

現
在
の
中
東
欧
地
域
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
一
部
に
も
跨
る
空
間
領
域
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。M

ap, 

“Map of  
Subject N

ationalities of the G
erm

an Alliance, Census of 1910,

” Undated, M
S. 13967/1, Toynbee Papers, Bodleian Library,  

O
xford.

﹇
以
下
、
Ｂ
Ｏ
Ｌ
と
略
記
﹈.

（
2
）  
国
際
的
な
次
元
に
お
け
る
規
範
や
思
想
、
ま
た
は
世
界
秩
序
の
構
想
史
な
ど
に
着
目
す
る
国
際
関
係
思
想
史
と
い
う
、
政
治
思
想
史
、
国
際
関

係
史
、
国
際
関
係
論
、
国
際
法
史
に
跨
る
学
際
的
な
研
究
領
域
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
国
際
的
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た

研
究
潮
流
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。D

avid Arm
itage, Foundations of M

odern International Thought 

（Cam
bridge U

niversity Press, 
2013

）.

（
3
）  

山
本
新
『
人
類
の
知
的
遺
産
〈
74
〉：
ト
イ
ン
ビ
ー
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
。 

（
4
）  Arnold J. Toynbee, G

reek policy since 1882 （O
xford U

niversity Press, 1914

）. 

（
5
）  Arnold J. Toynbee, N

ationality and the W
ar （J. M

. D
ent &

 Sons, 1915

）.

（
6
）  Erik G

oldstein, W
inning the Peace: British D

iplom
atic Strategy, Peace Planning, and the Paris Peace Conference, 1916 -1920 

（O
xford U

niversity Press, 1991
）, pp. 154 -155, 162 -165, 171 -173.

（
7
）  

正
確
に
は
、
前
身
で
あ
る
英
国
国
際
問
題
研
究
所
（The British Institute of International Affairs

）
が
一
九
二
〇
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九

二
六
年
に
王
立
国
際
問
題
研
究
所
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
混
同
を
避
け
る
た
め
、
以
下
で
は
王
立
国
際
問
題
研
究
所
と
統
一
し
て
言
及
す
る
。

（
8
）  Alfred E. Zim

m
ern, 

“Review
 of Survey of International Affairs, 1929, by Arnold J. Toynbee,

” International A
ffairs, 10:  1, 

（1931

）, pp. 110 -113; E. H
. Carr, 

“Review
 of Survey of International Affairs 1935 by Arnold J. Toynbee and V. M

. Boulter,

”  
International A

ffairs, 16:  2, （1937

）, pp. 280 -283.

（
9
）  

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
危
機
の
二
十
年

―
理
想
と
現
実
』
原
彬
久
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。

（
10
）  D
avid Long and Peter W

ilson, 

（eds.

）, Thinkers of the Twenty Years

’ Crisis: Inter-W
ar Idealism

 Reassessed 

（Clarendon 
Press, 1995

）.

（
11
）  

ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
る
国
際
関
係
に
関
す
る
知
的
営
為
を
紹
介
・
概
観
し
た
も
の
と
し
て
は
以
下
の
研
究
が
存
在
す
る
。Christopher Brew

in, 

“Research in a G
lobal Context: A D

iscussion of Toynbee

’s Legacy,
” Review of International Studies, 18:  2, 

（1992

）, pp. 115 -
130; Cornelia N

avari, 

“Arnold Toynbee 

（1889 -1975

）: Prophecy and Civilization,

” Review
 of International Studies, 26:  2, 
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（2000

）, pp. 289 -301; Ian H
all, 

“  ‘Tim
e of Troubles

’: Arnold J. Toynbee

’s Tw
entieth Century,

” International A
ffairs, 90:  1, 

（2014

）, pp. 23 -36. 
（
12
）  G

eorgios G
iannakopoulos, 

“A W
orld Safe for Em

pires? A. J. Toynbee and the Internationalization of Self-D
eterm

ination in 
the East （1912‒1922

）,

” Global Intellectual H
istory, （2018

）, O
nline.  
（
13
）  Rebecca G

ill, 

“Now
 I H

ave Seen Evil, and I Cannot Be Silent about It: Arnold J. Toynbee and H
is Encounters w

ith Atrocity, 
1915 -1923,

” in: Tom
 Crook, Rebecca G

ill and Bertrand Taithe 

（eds.

）, Evil, Barbarism
 and Em

pire: Britain and A
broad,  

c. 1830 -2000 （Palgrave M
acm

illan, 2011

）, pp. 172 -200.

（
14
）  

春
日
潤
一
「
Ａ
．
Ｊ
．
ト
イ
ン
ビ
ー
の
国
家
観
に
関
す
る
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

―
第
一
次
世
界
大
戦
初
期
を
中
心
に

―
」『
創
価
大
学
大
学

院
紀
要
』 

第
二
七
号
、
二
〇
〇
五
年
、
二
七
七
―
二
九
五
頁
。

（
15
）  

同
右
、
二
八
四
頁
。

（
16
）  

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
『
夢
遊
病
者
た
ち
』
小
原
淳
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
九
頁
。

（
17
）  

フ
ォ
ル
カ
ー
・
ベ
ル
ク
ハ
ー
ン
『
第
一
次
世
界
大
戦
：
1
9
1
4
‐
1
9
1
8
』
鍋
谷
郁
太
郎
訳
、
東
海
大
学
文
学
部
叢
書
、
二
〇
一
四
年
、

五
二
頁
。

（
18
）  

児
島
由
里
「〈
文
化
〉
対
〈
文
明
〉：
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
独
仏
知
識
人
の
言
説
戟
争
」『
比
較
文
学
・
文
化
論
集
』
第
一
六
号
、
一
九

九
九
年
、
五
七
―
五
八
頁
。

（
19
）  

今
野
元
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

―
あ
る
西
欧
派
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
生
涯
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
七
年
、
二
三
六
頁
。

（
20
）  

同
用
語
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
児
島
、
前
掲
論
文
、
五
七
頁
。

（
21
）  

ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
1
9
0
0
‐
2
0
0
0
』
西
沢
保
・
市
橋
秀
夫
・
椿
建
也
・
長
谷
川
淳
一
他
訳
、
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
六
九
頁
。

（
22
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, pp. 2 -3. 

（
23
）  Ibid., p. 478.

（
24
）  Ibid., p. 478.

（
25
）  H

elen M
cCarthy, The British People and the League of N

ations: D
em

ocracy, Citizenship and Internationalism
, c. 1918 ‒45 

（M
anchester U

niversity Press, 2011

）, p. 2.
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（
26
）  

貝
賀
早
希
子
「
遺
産
と
新
た
な
挑
戦

―
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
国
際
連
盟
を
め
ぐ
る
平
和
思
想
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
」『
国
際
武
器
移
転

史
』
第
五
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
八
頁
。

（
27
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, p. 3.

（
28
）  Ibid., p. 7. 

（
29
）  
ト
イ
ン
ビ
ー
が
当
時
用
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ぬ
混
同
が
散
見
さ

れ
る
。
現
に
、「
著
者
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
間
に
何
の
区
別
も
し
て
い
な
い
」
と
の
評
価
も
当
時
存
在
し
た
。L. W

. Lyde, 

“Review
ed W

ork: N
ationality and the W

ar by Arnold J. Toynbee,

” The G
eographical Journal, 46:  6, （1915

）, p. 470.

（
30
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, p. 9.

ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
、
暴
力
や
戦
争
を
連
想
さ
せ
る
も
の
と
し

て
、
一
貫
し
て
否
定
的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
31
）  Ibid., p. 10.

（
32
）  Ibid., p. 10.

ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
用
語
を
肯
定
的
な
意
味
で
用
い
る
場
合
が
あ
っ
た
一
方
で
、
否
定
的
な
意
味
で
用

い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
否
定
的
な
側
面
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
関
連
づ
け

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
33
）  Ibid., p. 10. 

（
34
）  Arnold J. Toynbee, The N

ew Europe: Som
e Essays in Reconstruction （J. M

. D
ent &

 Sons, 1915

）, p. 61. 

（
35
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, p. 11. 

（
36
）  Toynbee, The N

ew Europe, p. 62.

（
37
）  G

lenda Sluga N
ation, Psychology, and International Politics, 1870 -1919 （Palgrave M

acm
illan, 2006

）, pp, 41 -42.

（
38
）  G

lenda Sluga 

“What is N
ational Self-D

eterm
ination? N

ationality and Psychology during the A
pogee of N

ationalism
,

”  
N
ations and N

ationalism
 11:  1, （2005

）, p. 6.

（
39
）  Ibid., p. 3. 

（
40
）  Sluga, N

ation, Psychology, and International Politics, 1870 -1919, pp. 41 -44. 

（
41
）  G

iannakopoulos, op. cit., p. 14. 

（
42
）  Toynbee, The N

ew Europe, p. 18. 
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（
43
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, p. 488.

（
44
）  Ibid., p. 489.

（
45
）  Ibid., pp. 19 -20. 

（
46
）  Toynbee, The N

ew Europe, p. 82.
（
47
）  Ibid., p. 83.

（
48
）  Arnold J. Toynbee, 

“The Position of Arm
enia,

” The N
ew Europe, 27 Septem

ber, 1917, pp. 329 -330.

（
49
）  Ibid., p. 330.

（
50
）  Ibid., p. 335. 

（
51
）  

家
田
裕
子
「
Ｔ
．
Ｇ
．
マ
サ
リ
ク
の
思
想
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
建
国

―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
中
資
料
を
中
心
と
し

て

―
」『
東
欧
史
研
究
』
第
一
〇
巻
、
五
五
―
五
六
頁
。

（
52
）  

同
右
、
六
一
―
七
〇
頁
。

（
53
）  R. W

. Seaton-W
atoson, W

hat is at Stake in the W
ar （M

ilford, 1915

）, p. 70.

（
54
）  H

arry H
anak, 

“The N
ew

 Europe, 1916 -20,

” The Slavonic and East European Review, 39:  93, （1961

）, pp. 371 -372.

（
55
）  Ibid., p. 374.

（
56
）  Arnold J. Toynbee, The N

ew Europe, pp. 31 -32.

（
57
）  Ibid., p. 33.

（
58
）  N

orm
an Angell, The G

reat Illusion: A
 Study of the Relation of M

ilitary Power in N
ations to Their Econom

ic and Social  
A
dvantage （G.P. Putm

an

’s Sons, 1910

）.

（
59
）  Toynbee, The N

ew Europe, p. 35.

（
60
）  G
lenda Sluga, Internationalism

 in the A
ge of N

ationalism
 （U

niversity of Pennsylvania Press, 2013

）, p. 3, 53, 150.

（
61
）  A

rnold J. Toynbee, 

“Greece,

” in: N
evill Forbes, A

rnold J. Toynbee, D
avid M

itrany, and H
orgarth D. G, The Balkans: A

  
H
istory of Bulgaria, Serbia, G

reece, Rum
ania, Turkey （Clarendon Press, 1915

）, p. 247.

（
62
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, p. 482.

（
63
）  Ibid., p. 499.
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（
64
）  Ibid., p. 500.

（
65
）  

「
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
義
」
と
い
う
知
的
潮
流
に
つ
い
て
は
、Casper Sylvest, British Liberal Internationalism

, 1880 -1930: M
aking 

Progress? （M
anchester U

niversity Press, 2010

）.
（
66
）  Ibid., pp. 198 -199.

（
67
）  Low

es G. D
ickinson, The European A

narchy （G. Allen &
 U

nw
in, 1916

）, pp. 9 -10. 

（
68
）  Toynbee, 

“Greece,

” p. 236.

（
69
）  Ibid., pp. 239 -240.

（
70
）  Ibid., pp. 243 -244. 

（
71
）  Ibid., p. 245.

（
72
）  Ibid., p. 248.

（
73
）  Jhon M

arvrogordato, 
“From

 N
ationalism

 to Federation,

” The N
ew Europe, 2 M

ay 1918, p. 378.

（
74
）  Arnold J. Toynbee, 

“The G
erm

an in Belgium
,

” The Tim
es Literary Supplem

ent, 13 D
ecem

ber, 1917, p. 605.

（
75
）  Arnold J. Toynbee, The D

estruction of Poland: A
 Study in G

erm
an Efficiency （T. F. U

nw
in, 1916

）, p. 13.

（
76
）  Ibid., p. 19.

（
77
）  Ibid., p. 30. 

（
78
）  Arnold J. Toynbee, 

“The G
erm

an in Belgium
,

” The Tim
es Literary Supplem

ent, 4 April, 1918, p. 159.

（
79
）  Arnold Toynbee, The G

erm
an Terror in France 

（H
odder and Stoughton, 1917

）; Arnold J. Toynbee, The G
erm

an Terror in 
Belgium

: A
n H

istorical Record （G
eorge H

. D
oran Com

pany, 1917

）.

（
80
）  Toynbee, The N

ew Europe, p. 38.

（
81
）  Ibid., p. 40.

（
82
）  Ibid., p. 45. 

（
83
）  Ibid., p. 8. 

（
84
）  Ibid., pp. 14 -15. 

（
85
）  Arnold J. Toynbee, The M

urderous Tyranny of the Turks 

（H
odder &

 Stoughton, 1917

）, p. 20. 

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
オ
ス
マ
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ン
帝
国
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
問
題
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
ジ
ン
・
ロ
ー
ガ
ン
『
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
崩
壊
：
中
東
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
』

白
須
英
子
訳
、
白
水
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
二
一
―
二
五
三
頁
。

（
86
）  Toynbee, Turkey, p. 35. 

（
87
）  Toynbee, The M

urderous Tyranny of the Turks, pp. 17 -18. 
（
88
）  Ibid., p. 18.

（
89
）  Ibid., p. 34.

（
90
）  Ibid., pp. 33 -34.

（
91
）  

マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ワ
ー
ド
『
第
一
次
世
界
大
戦
』
馬
場
優
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
六
頁
。

（
92
）  Toynbee, The M

urderous Tyranny of the Turks, p. 35.

（
93
）  Ibid., pp. 19 -20.

（
94
）  Ibid., p. 32. 

（
95
）  Toynbee, N

ationality and the W
ar, pp. 499 -500.

（
96
）  Leonie H

olthaus, 

“Prussianism
, H

itlerism
, Realism

: The G
erm

an Legacy in British International Thought,

” in: Ian H
all （ed.

）, 
Radicals and Reactionaries in Twentieth-Century International Thought （Palgrave M

acm
illan, 2015

）, p. 127.

（
97
）  Casper Sylvest, 

“Jam
es Bryce and the Tw

o Faces of N
ationalism

,

” in: Ian H
all 

（ed.

）, British International Thinkers from
 

H
obbes to N

am
ier （Palgrave M

acm
illan, 2009

）, pp. 171 -172. 

（
98
）  

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ケ
ー
ル
、
ゲ
ル
ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
『
仏
独
共
同
通
史 

第
一
次
世
界
大
戦
（
上
）』
剣
持
久
木
・
西
山
暁
義
訳
、
岩

波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
〇  

―
一
二
一
頁
。

（
99
）  

板
橋
拓
己
『
中
欧
の
模
索 

―
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
系
譜
』
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
、
九
一
頁
。

（
100
）  

同
右
、
一
二
五
頁
。

（
101
）  Erez M

anela, The W
ilsonian M

om
ent: Self-D

eterm
ination and the International O

rigins of A
nticolonial N

ationalism
 （O

xford 
U
niversity Press, 2007

）, p. 6.

し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
お
け
る
多
く
の
人
々
が
、「
民
族
自
決
」
原
則
の
担
い
手

を
人
種
的
な
観
点
か
ら
区
別
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
み
に
そ
う
し
た
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
点
は
付
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
久
保
明
「
パ
リ
講
和
会
議
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
」」『
国
際
政
治
』
第
一
九
八
号
、
二
〇
二
〇
年
、
五
〇
頁
。
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